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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第105期
第１四半期
連結累計期間

第106期
第１四半期
連結累計期間

第105期

会計期間
自 2019年10月１日
至 2019年12月31日

自 2020年10月１日
至 2020年12月31日

自 2019年10月１日
至 2020年９月30日

売上高 (千円) 1,573,621 1,253,457 5,700,318

経常利益又は経常損失（△） (千円) △588 44,927 156,176

親会社株主に帰属する四半期（当
期）純利益又は親会社株主に帰属す
る四半期純損失（△）

(千円) △5,050 31,266 151,750

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △5,050 31,266 151,750

純資産額 (千円) 2,188,318 2,347,891 2,348,720

総資産額 (千円) 3,950,500 4,185,850 4,487,367

１株当たり四半期（当期）純利益又
は１株当たり四半期純損失（△）

(円) △0.79 4.91 23.83

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 55.4 56.0 52.3
 

(注) １ 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２ 売上高には、消費税等は含まれておりません。

３ 第105期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在し

ないため記載しておりません。

４ 第106期第１四半期連結累計期間及び第105期の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益について

は、潜在株式は存在するものの、条件付発行可能潜在株式として取り扱われる新株予約権であり、所定の条

件を満たしておらず希薄化効果を有していないため、記載しておりません。

 
２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。

 また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

(1) 財政状態及び経営成績の状況

当第１四半期連結累計期間における我が国の経済は、新型コロナウイルス感染症の世界的流行の影響により経済

活動と個人消費が停滞し、景気の先行きは依然として不透明な状況が続いております。

建設業界におきましては、公共投資は堅調に推移したものの、民間設備投資は新型コロナウイルス感染症の影響

による工事計画の延期や見直し等の影響を受け、受注環境は厳しさを増しております。

このような状況の中、当社グループは営業活動の積極的な展開と原価の低減に努めてまいりました。

以上の結果、当社グループの当第１四半期連結累計期間の受注高は、15億１千１百万円（前年同四半期比

117.9％増）、売上高は12億５千３百万円（前年同四半期比20.3％減）となりました。

利益につきましては、売上総利益率の改善や販管費の減少などにより、営業利益は４千１百万円（前年同四半期

は０百万円の営業損失）、経常利益は４千４百万円（前年同四半期は０百万円の経常損失）となり、親会社株主に

帰属する四半期純利益は３千１百万円（前年同四半期は５百万円の親会社株主に帰属する四半期純損失）となりま

した。

 
セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

① 電気工事業

電気工事業については、当第１四半期連結累計期間の受注高は15億１千１百万円（前年同四半期比117.9％

増）、特別高圧変電所工事が順調に推移したものの前期からの繰越工事が前年同期より少なかったことにより売

上高は11億２百万円（前年同四半期比20.1％減）、セグメント利益（営業利益）は２千７百万円（前年同四半期

比291.9％増）となりました。

 
② 建物管理・清掃業

建物管理・清掃業については、引き続き価格競争が厳しい環境下にあり、当第１四半期連結累計期間の売上高

は１億５千１百万円（前年同四半期比21.9％減）、管理費の削減に努めたことによりセグメント利益（営業利

益）は１千４百万円（前年同四半期は７百万円のセグメント損失）となりました。

 
当第１四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末に比べ３億１百万円減少し、41億８千５百

万円となっております。また、負債合計は、前連結会計年度末に比べ３億円減少し、18億３千７百万円となってお

ります。純資産合計は、前連結会計年度末に比べ０百万円減少し、23億４千７百万円となっております。

資産の減少の主な要因は、現金預金９千１百万円及び受取手形・完成工事未収入金等１億８千６百万円の減少に

よるものであります。

負債の減少の主な要因は、工事未払金３億１千万円の減少によるものであります。

純資産の減少の主な要因は、親会社株主に帰属する四半期純利益３千１百万円の計上もありましたが、配当によ

る剰余金の取崩し３千１百万円によるものであります。
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(2) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。

 

(3) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間において、研究開発活動について特記すべき事項はありません。

 

３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 19,500,000

計 19,500,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数(株)
(2020年12月31日)

提出日現在発行数(株)
(2021年２月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 6,375,284 6,375,284
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
（スタンダード）

単元株式数は100株で
あります。

計 6,375,284 6,375,284 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2020年10月１日～
2020年12月31日

― 6,375,284 ― 989,669 ― 247,417
 

 

(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   2020年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

― ―
普通株式 6,200

完全議決権株式(その他) 普通株式 6,366,600 63,666 ―

単元未満株式 普通株式 2,484 ― ―

発行済株式総数 6,375,284 ― ―

総株主の議決権 ― 63,666 ―
 

(注) １ 「完全議決権株式(その他)」の欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が、600株含まれておりま

す。また、「議決権の数」の欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数６個が含まれておりま

す。

２ 単元未満株式には当社所有の自己株式77株が含まれております。

３ 当第１四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日(2020年９月30日)に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

 

② 【自己株式等】

  2020年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社ＥＴＳホール
ディングス

東京都豊島区南池袋
一丁目10番13号

6,200 ― 6,200 0.10

計 ― 6,200 ― 6,200 0.10
 

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（2007年内閣府令

第64号）に準拠して作成し、「建設業法施行規則」（1949年建設省令第14号）に準じて記載しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（2020年10月１日から2020年

12月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（2020年10月１日から2020年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表

について、監査法人グラヴィタスによる四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2020年９月30日)

当第１四半期連結会計期間
(2020年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金預金 2,629,772 2,537,936

  受取手形・完成工事未収入金等 970,785 784,441

  未成工事支出金 105,345 124,203

  未収消費税等 137,061 78,688

  その他 21,389 25,862

  貸倒引当金 △23,143 △21,001

  流動資産合計 3,841,210 3,530,131

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物・構築物 386,037 386,037

   機械・運搬具 429,781 450,981

   工具器具・備品 104,509 105,624

   土地 328,042 328,042

   減価償却累計額及び減損損失累計額 △747,730 △758,059

   有形固定資産合計 500,638 512,625

  無形固定資産 2,872 2,677

  投資その他の資産   

   投資有価証券 50,000 50,000

   繰延税金資産 59,421 56,299

   その他 33,375 34,218

   貸倒引当金 △151 △101

   投資その他の資産合計 142,645 140,416

  固定資産合計 646,156 655,719

 資産合計 4,487,367 4,185,850
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2020年９月30日)

当第１四半期連結会計期間
(2020年12月31日)

負債の部   

 流動負債   

  工事未払金 840,909 530,244

  短期借入金 200,000 200,000

  １年内返済予定の長期借入金 87,600 87,600

  未払法人税等 31,006 15,523

  未払消費税等 9,846 7,706

  未成工事受入金 455,592 485,061

  賞与引当金 12,670 6,377

  完成工事補償引当金 760 620

  その他 74,997 101,212

  流動負債合計 1,713,382 1,434,345

 固定負債   

  長期借入金 362,500 340,600

  再評価に係る繰延税金負債 6,163 6,163

  退職給付に係る負債 52,719 53,340

  その他 3,880 3,509

  固定負債合計 425,264 403,613

 負債合計 2,138,646 1,837,959

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 989,669 989,669

  資本剰余金 763,694 763,694

  利益剰余金 769,861 769,032

  自己株式 △1,940 △1,940

  株主資本合計 2,521,285 2,520,456

 その他の包括利益累計額   

  土地再評価差額金 △176,165 △176,165

  その他の包括利益累計額合計 △176,165 △176,165

 新株予約権 3,600 3,600

 純資産合計 2,348,720 2,347,891

負債純資産合計 4,487,367 4,185,850
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 2019年10月１日
　至 2019年12月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2020年10月１日
　至 2020年12月31日)

売上高   

 完成工事高 1,380,137 1,102,402

 不動産管理売上高 193,484 151,054

 売上高合計 1,573,621 1,253,457

売上原価   

 完成工事原価 1,205,430 907,607

 不動産管理売上原価 151,099 106,871

 売上原価合計 1,356,529 1,014,479

売上総利益   

 完成工事総利益 174,707 194,795

 不動産管理売上総利益 42,385 44,183

 売上総利益合計 217,092 238,978

販売費及び一般管理費 217,277 197,628

営業利益又は営業損失（△） △185 41,349

営業外収益   

 受取利息 25 25

 助成金収入 ― 2,200

 補助金収入 ― 625

 還付加算金 ― 994

 匿名組合投資利益 900 900

 その他 113 1,070

 営業外収益合計 1,038 5,815

営業外費用   

 支払利息 1,441 2,237

 その他 0 ―

 営業外費用合計 1,441 2,237

経常利益又は経常損失（△） △588 44,927

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△588 44,927

法人税、住民税及び事業税 2,174 10,790

法人税等調整額 2,287 2,870

法人税等合計 4,462 13,660

四半期純利益又は四半期純損失（△） △5,050 31,266

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主
に帰属する四半期純損失（△）

△5,050 31,266
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 2019年10月１日
　至 2019年12月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2020年10月１日
　至 2020年12月31日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △5,050 31,266

四半期包括利益 △5,050 31,266

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 △5,050 31,266
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【注記事項】

(追加情報)

(連結納税制度からグループ通算制度への移行に係る税効果会計の適用)

当社及び連結子会社は、「所得税法等の一部を改正する法律」（令和２年法律第８号）において創設されたグ

ループ通算制度への移行及びグループ通算制度への移行にあわせて単体納税制度の見直しが行われた項目につい

ては、「連結納税制度からグループ通算制度への移行に係る税効果会計の適用に関する取扱い」（実務対応報告

第39号 2020年３月31日）第３項の取扱いにより、「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用

指針第28号 2018年２月16日）第44項の定めを適用せず、繰延税金資産及び繰延税金負債の額について、改正前の

税法の規定に基づいております。

 
(新型コロナウイルス感染症拡大に伴う会計上の見積りについて)

新型コロナウイルス感染症につきましては、感染症拡大による影響が2021年半ば頃から徐々に収束に向かうと

の仮定のもとに繰延税金資産の回収可能性などの会計上の見積りを行っております。なお、当第１四半期連結累

計期間末時点において当社グループの事業活動に重要な影響は生じておりませんが、新型コロナウイルス感染症

の広がりや収束時期等の見積りには不確実性が高いため、実際の結果はこれらの見積りと異なる場合がありま

す。

なお、当第１四半期連結累計期間における新型コロナウイルス感染症の影響に関する会計上の見積り及び見積

りに用いた仮定については、前連結会計年度の有価証券報告書の（追加情報）に記載した内容から重要な変更は

ありません。

 
(四半期連結貸借対照表関係)

偶発債務

当社は、2019年8月29日に株式会社アークデザインインターナショナルより、工事請負代金55,604千円の支払いを

求める訴訟の提起を受けております。当社といたしましては、発注者を含めた３社間の合意書により発注者に対す

る当社の請負代金債権が、株式会社アークデザインインターナショナルに譲渡することが合意されていることによ

り、請負代金債務は消滅したものと考えており、訴訟においても当社の正当性を主張していく方針であります。

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

 

 
前第１四半期連結累計期間
(自 2019年10月１日
至 2019年12月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2020年10月１日
至 2020年12月31日)

減価償却費 10,122千円 10,523千円
 

 

(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自 2019年10月１日 至 2019年12月31日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年12月20日
定時株主総会

普通株式 31,845 5.00 2019年９月30日 2019年12月23日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。
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当第１四半期連結累計期間(自 2020年10月１日 至 2020年12月31日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年12月23日
定時株主総会

普通株式 31,845 5.00 2020年９月30日 2020年12月24日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 2019年10月１日 至 2019年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

  (単位：千円)

 
報告セグメント

合計
調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額
(注)２電気工事業

建物管理
・清掃業

売上高      

外部顧客への売上高 1,380,137 193,484 1,573,621 ― 1,573,621

セグメント間の内部
売上高又は振替高

― 209 209 △209 ―

計 1,380,137 193,693 1,573,830 △209 1,573,621

セグメント利益又は損失（△） 6,920 △7,106 △185 0 △185
 

(注) １ 売上高の調整額△209千円及びセグメント利益又は損失の調整額０千円は、セグメント間取引の消去の額で

あります。

２ セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 2020年10月１日 至 2020年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

  (単位：千円)

 
報告セグメント

合計
調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額
(注)２電気工事業

建物管理
・清掃業

売上高      

外部顧客への売上高 1,102,402 151,054 1,253,457 ― 1,253,457

セグメント間の内部
売上高又は振替高

― 209 209 △209 ―

計 1,102,402 151,263 1,253,666 △209 1,253,457

セグメント利益 27,123 14,225 41,349 0 41,349
 

(注) １ 売上高の調整額△209千円及びセグメント利益の調整額０千円は、セグメント間取引の消去の額でありま

す。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 
(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第１四半期連結累計期間
(自 2019年10月１日
至 2019年12月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2020年10月１日
至 2020年12月31日)

１株当たり四半期純利益又は
１株当たり四半期純損失（△）

△0円79銭 4円91銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益又は
親会社株主に帰属する四半期純損失（△）(千円)

△5,050 31,266

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株主に係る親会社株主に帰属する四半期純利益又は
普通株主に係る親会社株主に帰属する四半期純損失
（△）(千円)

△5,050 31,266

普通株式の期中平均株式数(株) 6,369,007 6,369,007

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当た
り四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式で、前
連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

― ―

 

(注) １ 前第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないた

め記載しておりません。

２ 当第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するもの

の、条件付発行可能潜在株式として取り扱われる新株予約権であり、所定の条件を満たしておらず希薄化効

果を有していないため、記載しておりません。
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(重要な後発事象)

募集新株予約権（有償ストックオプション）の発行

当社は、2020年12月23日開催の取締役会における決議に基づき、次のとおり2021年１月８日開催の取締役会に

おいて当社取締役に対して新株予約権を割当てる旨の決議をし、2021年１月12日に発行いたしました。

１．新株予約権の付与対象者の人数及び新株予約権の数

当社取締役１名 3,000個（新株予約権１個当たりの目的である株式の数は100株）

２．新株予約権の払込金額

新株予約権１個当たり300円

３．新株予約権の発行日

2021年１月12日

 
２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2021年２月11日

株式会社ＥＴＳホールディングス

取締役会  御中

 

監査法人 グラヴィタス
 

京都府京都市
 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 藤   本   良   治 印

 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士 圓   岡   徳   樹 印

 

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ＥＴＳ

ホールディングスの2020年10月1日から2021年9月30日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2020年10月1日か

ら2020年12月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（2020年10月1日から2020年12月31日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期

レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ＥＴＳホールディングス及び連結子会社の2020年12月31

日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる

事項が全ての重要な点において認められなかった。

 
監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。

 
四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。

 
四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
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・ 主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して

実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められな

いかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書

において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の

注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められて

いる。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、

企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・ 四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作

成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結

財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと

信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・ 四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で

監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要

な発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガー

ドを講じている場合はその内容について報告を行う。

 
利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 
以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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